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本研究では、ICTを活用した体育授業を展開することによって、学
習指導要領に示される新しい時代に必要となる資質・能力を育み、
学習の成果を自己評価できる教育システムの構築を図るための基礎
的な知見を蓄積することを目指す。図１に示すように、Polar社製の
腕時計型心拍計を活用した体育の実践研究において、心拍数という
身体情報を可視化することによって、その学習成果が明らかにされ
た（宍戸ら, 2019）。また、 図２に示すように、iPadで使用できる
SPLYZA 社製のマーカーレス動作分析アプリSPLYZA Motionを活用
することによる学習成果も明らかとなった（Shishido et al., 2024）。
本研究においては、特に体育の授業において、各種運動時の身体情
報を可視化し、得られたデータが何を意味するか、それをどのよう
に改善していくことが学習成果につながるか、子どもたち自身が自
己評価し課題解決できる仕組みを構築する。ICTを活用した自己評価
システムの開発と、この学習方法の有用性を検証し、実用性の高い
教育システムを開発する。
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学校現場の体育授業やスポーツ
指導の現場において、授業や指導
方法改善の支援が可能です。身体
情報可視化により具体的なイメー
ジとして子どもたちの気づきが促
進されるだけでなく、二画面比較
機能等を有効活用すれば、共同的
な分析作業・教え合いによるコ
ミュニケーションの活性化につな
がる取り組みの支援が可能です。 図３．跳箱運動の動作分析
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